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2. 沿革 

うるま市は、平成 17 年 4 月 1 日に具志川市、石川市、勝連町、与那城町の個性豊かな 4
市町が合併して生まれたまちです。  

具具志志川川市市は、約 4,000 年前に生活が営まれた痕跡を残す古い歴史があり、琉球最古の歌謡
集「おもろさうし」に“くしかわ”とあります。豊富な水資源と肥沃で広い土地に恵まれ、か
つて砂糖キビの生産が沖縄一を誇っていました。戦後、琉球大学の前身である沖縄文教学校、
沖縄外国語学校や農林学校などが続々創設され、沖縄の文教の中心地として発展してきま
した。 

石石川川市市は、琉球王朝時代の寛文 6 年（1666 年）以前は、現在の沖縄市を中心とする越来
間切に含まれる農村集落でした。その後、越来間切から分割された美里間切に含まれ、明治
41 年の沖縄県島嶼町村制の施行に伴い誕生した美里村の一行政区として、昭和初期までそ
の状態が続きました。そして、終戦直後、地方行政措置要綱に基づき美里村から分離し、石
川市が誕生しました。戦中戦後には、米軍により設置された難民収容所や琉球政府の前身で
ある沖縄諮詢委員会や民政府が設置され、沖縄の政治・経済・教育文化の中心地として発展
してきました。 

勝勝連連町町は、古い文献に「賀津連」「賈慈連」という字で表現されており、1609 年の喜安日
記に初めて「勝連」の二字が記されています。12～13 世紀の築城とされる勝連城は、特に
城主阿麻和利の時代に最盛期を迎えました。「おもろさうし」には、「きむたか」（心豊か・
気高い）と称され、大和の京や鎌倉に例えられるほどの繁栄が謡われており、活発な海外と
の交易により発展してきました。 

また、勝連城跡は、「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一つとして、平成 12 年に世界
遺産に登録されました。 

与与那那城城町町は、約 2,500 年前の沖縄貝塚時代中期の沖縄最大の段丘集落跡といわれる「シヌ
グ堂遺跡」があり、その歴史は古く、17 世紀中頃以前には勝連間切に属していました。そ
の後、西原間切として勝連間切から分離・独立され、第二尚氏王統第 7 代国王尚寧王（しょ
うねいおう）の父親にあたる与那城王子尚懿（しょうい）が拝領地として授かったと記され
ています。さらに、平田間切、与那城間切と改名を重ね、沖縄県島嶼町村制の施行など歴史
的な変動を経験しながら、発展してきました。また、海中道路（1972 年）や伊計大橋（1982
年）、藪地大橋（1985 年）の完成により、島々の交通の便が飛躍的に向上し、離島苦の解消
が図られました。 

4 市町は歴史的なつながりが強く、地縁、血縁など住民同士の交流は古くから続いていま
した。また、海に面し恵まれた地理的条件も含め、生活・経済・文化面において一体的な日
常生活圏を構築していました。 

「うるま市」が誕生してから、令和 5 年 4 月 1 日で市制 18 周年を迎えました。 

第第 11節節  教教育育行行政政  

1 教育委員会の概要 

教育委員会 

 教育委員会は、都道府県や市町村に置かれる合議制の執行機関である。 
 教育長及び教育委員は、市長が議会の同意を得て任命する。教育長の任期は３年、教育委員の
任期は４年で、再任されることがある。   
 教育長は、教育委員会を代表し、教育委員会会議を主宰することのほか、教育委員会の権限に
属するすべての事務を司る。 
 教育委員会は、教育行政を自らの責任と権限において管理し執行する。 
 会議は、毎月１回開催される定例会と、緊急の要件が発生したときに開かれる臨時会がある。 

教育長並びに教育委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 
 
 
 
 
 
 
 

 
職 名 氏 名 任 期 
教育長 嘉手苅 弘美 令和 3 年 6 月 7 日～令和 6 年 6 月 6 日 

教育長職務代理者 石 川  聡 令和 3 年 6 月 7 日～令和 7 年 6 月 6 日 
委 員 仲宗根 桂子 令和 2 年 8 月 1 日～令和 6 年 7 月 31日 
委 員 上門 はるみ 令和 4年 11月 22日～令和 8年 11月 21日 
委 員 天 願  剛 令和 5 年 7 月 10 日～令和 9 年 7 月 9 日 

教育長 嘉手苅 弘美 教育長職務代理者 石川 聡 

委員 仲宗根 桂子

 

委員 上門 はるみ 

令和 5年 7月 1日現在 

委員 天願 剛 



- 4 -

 
2 歴代教育委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 名 期 間 

天 願  光 雄 
◎ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
◎ 平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 
平成１９年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

名嘉村 清次郎 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

上 間  一 秀 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

當 銘  由 榮 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

上江洲  安吉 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

野 原  勝 
平成１７年６月７日 ～ 平成１８年６月６日 
平成１８年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 

◎ 平成１９年６月７日 ～ 平成２２年６月６日 

渡嘉敷  順治 平成１７年６月７日 ～ 平成２０年６月６日 

前 門  幸 雄 平成１７年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

謝 敷  久 武 
平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 
平成１９年６月７日 ～ 平成２３年６月６日 
平成２３年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

安 村  和 子 平成２２年６月７日 ～ 平成２６年６月６日 

横 田  清 美 平成２０年６月７日 ～ 平成２４年６月６日 
平成２４年６月７日 ～ 平成２８年６月６日 

榮 門  忠 光 
平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 

◎ 平成２２年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
◎ 平成２５年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

与那嶺  清子 平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
平成２５年６月７日 ～ 平成２９年６月６日 

新垣  ミイ子 平成２６年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

大 石  英 助 
◇ 平成２７年６月７日 ～ 令和 元年６月 ６日 
◇ 令和 元年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31日 
令和 ３年４月１日 ～ 令和 ５年６月 ６日 

平 良  初 美 平成２８年６月７日 ～ 令和 ２年６月６日 

嘉手苅  弘美 平成２９年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

◎教育委員長（任期は 1年） ◇教育長職務代理者（平成 27年 6月 7日より） ※故人 
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2 歴代教育委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 名 期 間 

天 願  光 雄 
◎ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
◎ 平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 
平成１９年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

名嘉村 清次郎 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

上 間  一 秀 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

當 銘  由 榮 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

上江洲  安吉 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

野 原  勝 
平成１７年６月７日 ～ 平成１８年６月６日 
平成１８年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 

◎ 平成１９年６月７日 ～ 平成２２年６月６日 

渡嘉敷  順治 平成１７年６月７日 ～ 平成２０年６月６日 

前 門  幸 雄 平成１７年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

謝 敷  久 武 
平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 
平成１９年６月７日 ～ 平成２３年６月６日 
平成２３年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

安 村  和 子 平成２２年６月７日 ～ 平成２６年６月６日 

横 田  清 美 平成２０年６月７日 ～ 平成２４年６月６日 
平成２４年６月７日 ～ 平成２８年６月６日 

榮 門  忠 光 
平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 

◎ 平成２２年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
◎ 平成２５年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

与那嶺  清子 平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
平成２５年６月７日 ～ 平成２９年６月６日 

新垣  ミイ子 平成２６年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

大 石  英 助 
◇ 平成２７年６月７日 ～ 令和 元年６月 ６日 
◇ 令和 元年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31日 
令和 ３年４月１日 ～ 令和 ５年６月 ６日 

平 良  初 美 平成２８年６月７日 ～ 令和 ２年６月６日 

嘉手苅  弘美 平成２９年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

◎教育委員長（任期は 1年） ◇教育長職務代理者（平成 27年 6月 7日より） ※故人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 歴代教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 名 期 間 

田 幸  正 彦 
平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31日 

◇ 令和 ３年４月１日 ～ 令和 ４年３月 31日 
令和 ４年４月１日 ～ 令和 ４年６月 ６日 

石 川  聡 
平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年６月 ６日 
令和 ３年６月７日 ～ 令和 ４年３月 31日 

◇ 令和 ４年４月１日 ～ 令和 ７年６月 ６日 

仲宗根  桂子 令和 ２年８月１日 ～ 令和 ６年７月 31日 

上門  はるみ 令和４年 11月 22日 ～ 令和 8年 11月 21日 

天 願  剛 令和 5年 7月 10日 ～ 令和 9 年 7 月 9 日 

氏 名 期 間 

上江洲 安吉 ※   平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

前門  幸雄 平成１７年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

謝敷  久武 平成２１年６月７日 ～ 平成２３年６月６日 
平成２３年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

榮門  忠光 平成２７年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

嘉手苅 弘美 平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年６月６日 
令和 ３年６月７日 ～ 令和 ６年６月６日 

平成 27年 6月 7日より新教育長   ※故人 
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社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課

臨時代理の報告について 学 校 教 育 部
（うるま市高度へき地学校修学旅行費補助事業実施要綱） 学 校 教 育 課

社 会 教 育 部

教 育 総 務 課

社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課

社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 施 設 課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課
学 校 教 育 部
学 校 教 育 課

学 校 教 育 部
学 校 教 育 課
社 会 教 育 部
生涯学習文化振興センター
社 会 教 育 部
教 育 施 設 課

小・中学校における働き方改革推進プランの策定について

うるま市自治公民館等講座補助金交付要綱の制定について議 案

第24号
うるま市児童生徒の派遣に関する補助金交付規程の全部改正
について

報 告

第4号
臨時代理の報告について（市議会議案『具志川小学校仮設
校舎建設工事（建築）』に係る請負契約）

議 案
第26号

うるま市社会体育活動における県外派遣に関する補助金交
付要綱の一部改正について

議 案

第23号 うるま市教育振興推進委員会規則の全部改正について

臨時代理の報告について（市議会議案『令和４年度うるま
市一般会計補正予算（第２号）』）

付　議　名 第７回（定例）令和４年６月８日

議 案

第22号
うるま市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例に係る教育委員会の意見に
ついて

第25号

担 当 部 ・ 課

第30号 用途廃止する教育財産の所管換について

第28号

第29号

臨時代理の報告について（令和４年度教育委員会職員の人
事異動）

第3号

第27号 うるま市英語等検定料補助金交付要綱の一部改正について

付　議　名 第８回（定例）令和４年７月１３日

うるま市立中学校の部活動と地域等の連携の在り方に関する
検討委員会設置要綱の制定について

付　議　名 第６回（定例）令和４年５月１８日 担 当 部 ・ 課

報 告 第1号

担 当 部 ・ 課

第2号

第20号

第21号

４　 教育委員会の活動状況
教育委員会会議の開催状況（令和4年4月1日から令和5年3月31日）
　教育委員会の会議は、うるま市教育委員会会議規則第2条第2項に基づき毎月第2水曜日に定例会を、その
他必要に応じて臨時会を開催しています。
　令和4年度の開催状況は、定例会12回、臨時会3回の計15回、付議件数は、議案46件、報告18件の計64件
となっております。

付　議　名 第５回（定例）令和４年４月１３日 担 当 部 ・ 課

うるま市生涯スポーツ団体等補助金交付要綱の一部改正につ
いて
Ｂ＆Ｇうるま市勝連海洋クラブ補助金交付要綱の一部改正に
ついて



- 7 -

教
育
行
政

社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
学 校 教 育 部
学 校 給 食 セ ン タ ー
学 校 教 育 部
学 校 教 育 課
学 校 教 育 部
学 校 教 育 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課
経 済 部
観 光 振 興 課

学 校 教 育 部
学 校 給 食 セ ン タ ー
学 校 教 育 部
教 育 支 援 セ ン タ ー

学 校 教 育 部
学 校 給 食 セ ン タ ー
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

担 当 部 ・ 課

議 案

議 案 第44号

報 告
第6号

臨時代理の報告について
（うるま市学校給食食材支援事業補助金交付要綱）

議 案

第43号
旧勝連学校給食センターの跡利用に関する基本的方針につ
いて

うるま市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例
の制定に係る意見聴取について

付　議　名

第40号
うるま市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例
に係る教育委員会の意見について

第41号 令和５年度うるま市行政組織機構改編について

第42号
うるま市立認定こども園設置条例の一部を改正する条例に
係る教育委員会の意見について

第１３回（臨時）令和４年１２月６日

うるま市教育委員会事務点検・評価の報告について（令和３
年度事業対象）

第34号 うるま市シニア大学設置要綱の制定について

臨時代理の報告について（市議会議案『令和４年度うるま市
一般会計補正予算（第４号）』）

第7号

議 案

第38号
うるま市学校給食における食物アレルギー対応基本方針及
び実施要綱について（継続審議）

第39号
令和４年度うるま市一般会計補正予算（第６号）に係る教
育委員会の意見について

第37号

第35号
うるま市立体育施設条例の一部を改正する条例の一部の施行
期日を定める規則の制定について

担 当 部 ・ 課付　議　名 第１１回（定例）令和４年１０月１２日

第36号
うるま市学校給食における食物アレルギー対応基本方針及び
実施要綱について

付　議　名 第１２回（定例）令和４年１１月１６日 担 当 部 ・ 課

宮森幼稚園跡利用に関する基本方針の変更について

報 告

臨時代理の報告について（市議会議案『令和４年度うるま市
一般会計補正予算（第３号）』）

付　議　名 第１０回（定例）令和４年９月２１日 担 当 部 ・ 課

議 案

第5号

第32号 うるま市いじめ問題対策審議会委員の委嘱について

第33号

付　議　名 第９回（定例）令和４年８月３日 担 当 部 ・ 課

第31号
小・中学校における働き方改革推進プランの策定について
（継続審議）
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社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

学 校 教 育 部
学 校 給 食 セ ン タ ー
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課
社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課

学 校 教 育 部
学 校 給 食 セ ン タ ー
こ ど も 未 来 部
こ ど も 教 育 保 育 推 進 課

報 告 第1号
令和３年度うるま市立学校給食センター給食会計歳入歳出
決算書について

議 案

担 当 部 ・ 課

うるま市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例
の制定に係る意見聴取について（継続審議）

第１４回（臨時）令和４年１２月７日

第11号

第46号 令和４年度うるま市教育委員会被表彰者の決定について

臨時代理の報告について（うるま市学校給食食材支援事業
補助金交付要綱の一部改正）

うるま市子ども育成連絡協議会補助金交付要綱の一部改正
について

第50号

第48号 うるま市女性連合会補助金交付要綱の一部改正について

付　議　名

第45号

報 告

第8号

臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校仮設校
舎建設工事（建築）請負契約についての議決内容の一部変
更について』）

第13号

臨時代理報告について（市議会議案『令和４年度うるま市
一般会計補正予算（第７号）』）

第9号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校屋内運
動場増改築工事（建築）請負契約についての議決内容の一
部変更』について）

第10号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校校舎増
改築工事（建築１工区）請負契約についての議決内容の一
部変更について』）

第12号

うるま市ＰＴＡ連合会補助金交付要綱の一部改正について

議 案

うるま市青年連合会補助金交付要綱の一部改正について

議 案

第1号
うるま市立幼保連携型認定こども園の事務に係る教育委員
会の意見聴取に関する規則の制定について

担 当 部 ・ 課

付　議　名 第１５回（定例）令和４年１２月２１日

臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校校舎増
改築工事（建築２工区）請負契約についての議決内容の一
部変更について』）

担 当 部 ・ 課

第47号

付　議　名 第１回（定例）令和５年１月１１日

第49号
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社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

社 会 教 育 部

生涯学習スポーツ振興課

社 会 教 育 部
生涯学習スポーツ振興課

学 校 教 育 部
学 校 教 育 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部

教 育 施 設 課

社 会 教 育 部
文 化 財 課
学 校 教 育 部
教 育 支 援 セ ン タ ー
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
学 校 教 育 部
学 校 教 育 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課
社 会 教 育 部
教 育 総 務 課

第12号

第13号

うるま市学校運営協議会規則の一部を改正する規則につい
て

うるま市教育委員会の駐車場土地使用規則の制定について

第2号

第10号

第11号

うるま市教育情報セキュリティポリシーの制定について

うるま市教育振興推進委員会委員の委嘱について

臨時代理の報告について（市議会議案等『城前小学校屋内
運動場増改築工事（建築）請負契約についての議決内容の
一部変更』）

第3号
臨時代理の報告について（市議会議案等『城前小学校校舎
増改築工事（建築２工区）請負契約についての議決内容の
一部変更』）

第２回（定例）令和５年２月８日

報 告

第4号
臨時代理の報告について（市議会議案等『城前小学校校舎
増改築工事（電気）請負契約についての議決内容の一部変
更』）

第5号

第14号

臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝第二中学校
屋内運動場増改築工事（建築）請負契約についての議決内
容の一部変更』）

議 案

第9号
うるま市伝統芸能・民俗芸能伝承活動事業補助金要綱の制
定について

うるま市教育委員会表彰規則等の一部改正等について

付　議　名 第４回（定例）令和５年３月１６日

第16号 令和５年度教育委員会職員の人事異動について

第15号
うるま市社会教育優良団体及び社会教育功労者表彰要綱等
の一部改正等について

担 当 部 ・ 課

議 案 第7号 令和５年度学校教職員人事内申について

付　議　名 第３回（臨時）令和５年２月２０日 担 当 部 ・ 課

議 案

第2号
令和４年度うるま市一般会計補正予算（第９号）に係る教
育委員会の意見について

第3号
令和５年度うるま市一般会計当初予算に係る教育委員会の
意見について

第4号

担 当 部 ・ 課

第5号
うるま市スポーツ推進審議会条例及びうるま市立体育施設
条例の一部を改正する条例に係る教育委員会の意見につい
て

第6号 うるま市シニア大学設置要綱の制定について（継続審議）

付　議　名

うるま市立学校設置条例の一部を改正する条例に係る教育
委員会の意見について
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5 うるま市教育委員会の沿革 

平成 17年度 

4月 1日 「具志川市」、「石川市」、「勝連町」、「与那城町」二市二町の合併により「うるま市が 
誕生。具志川市教育委員会、石川市教育委員会、勝連町教育委員会、与那城町教育 
委員会、与勝事務組合教育委員会が新たにうるま市教育委員会としてスタ－ト。 
委員に天願 光雄氏、名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、上江洲 安吉氏 
が選任される。 
委員長に天願 光雄氏、委員長職務代理者に名嘉村 清次郎氏が選任される。 
初初代代教教育育長長にに上上江江洲洲  安安吉吉氏氏就就任任  
ううるるまま市市教教育育委委員員会会にに、、教教育育部部、、文文化化部部、、指指導導部部をを置置くく。。  
教教育育部部事事務務局局にに総総務務課課、、施施設設課課、、社社会会教教育育課課、、社社会会体体育育課課、、教教育育機機関関ととししてて、、公公民民館館  
をを置置くく。。  
文文化化部部事事務務局局にに文文化化課課、、芸芸術術振振興興課課、、市市史史編編ささんん課課、、教教育育機機関関ととししてて、、図図書書館館、、資資料料  
館館をを置置くく。。  
指指導導部部事事務務局局にに学学務務課課、、指指導導課課、、教教育育機機関関ととししてて、、教教育育研研究究所所、、青青少少年年セセンンタターー、、  
給給食食セセンンタターー、、小小学学校校 2222校校、、中中学学校校 1133校校、、幼幼稚稚園園 1188園園をを置置くく。。  
委員 名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、 
委員長 天願 光雄氏、教育長 上江洲 安吉氏、任期満了により退任 

6月 6日 委員に天願 光雄氏、野原 勝氏、渡嘉敷 順治氏、謝敷 久武氏、前門 幸雄氏が  
任命される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任、委員長職務代理に野原 勝氏が選任される。 
22代代教教育育長長にに前前門門  幸幸雄雄氏氏就就任任 

10月 28日 伊波小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
12月 26日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
      具志川中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 24日 与那城小学校特別教室改築工事が竣工 

平成 18年度 

 6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
 6月 7日 委員に野原 勝氏が再任される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任される。 
7月 24日 具志川小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
7月 25日 うるま市教育振興推進委員会にうるま市立学校適正規模・配置等に関する調査検討 

を諮問 
10月 16日 あげな中学校屋内運動場新増改築工事が竣工 

平成 19年度 

6月 6日 委員 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
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5 うるま市教育委員会の沿革 

平成 17年度 

4月 1日 「具志川市」、「石川市」、「勝連町」、「与那城町」二市二町の合併により「うるま市が 
誕生。具志川市教育委員会、石川市教育委員会、勝連町教育委員会、与那城町教育 
委員会、与勝事務組合教育委員会が新たにうるま市教育委員会としてスタ－ト。 
委員に天願 光雄氏、名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、上江洲 安吉氏 
が選任される。 
委員長に天願 光雄氏、委員長職務代理者に名嘉村 清次郎氏が選任される。 
初初代代教教育育長長にに上上江江洲洲  安安吉吉氏氏就就任任  
ううるるまま市市教教育育委委員員会会にに、、教教育育部部、、文文化化部部、、指指導導部部をを置置くく。。  
教教育育部部事事務務局局にに総総務務課課、、施施設設課課、、社社会会教教育育課課、、社社会会体体育育課課、、教教育育機機関関ととししてて、、公公民民館館  
をを置置くく。。  
文文化化部部事事務務局局にに文文化化課課、、芸芸術術振振興興課課、、市市史史編編ささんん課課、、教教育育機機関関ととししてて、、図図書書館館、、資資料料  
館館をを置置くく。。  
指指導導部部事事務務局局にに学学務務課課、、指指導導課課、、教教育育機機関関ととししてて、、教教育育研研究究所所、、青青少少年年セセンンタターー、、  
給給食食セセンンタターー、、小小学学校校 2222校校、、中中学学校校 1133校校、、幼幼稚稚園園 1188園園をを置置くく。。  
委員 名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、 
委員長 天願 光雄氏、教育長 上江洲 安吉氏、任期満了により退任 

6月 6日 委員に天願 光雄氏、野原 勝氏、渡嘉敷 順治氏、謝敷 久武氏、前門 幸雄氏が  
任命される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任、委員長職務代理に野原 勝氏が選任される。 
22代代教教育育長長にに前前門門  幸幸雄雄氏氏就就任任 

10月 28日 伊波小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
12月 26日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
      具志川中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 24日 与那城小学校特別教室改築工事が竣工 

平成 18年度 

 6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
 6月 7日 委員に野原 勝氏が再任される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任される。 
7月 24日 具志川小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
7月 25日 うるま市教育振興推進委員会にうるま市立学校適正規模・配置等に関する調査検討 

を諮問 
10月 16日 あげな中学校屋内運動場新増改築工事が竣工 

平成 19年度 

6月 6日 委員 謝敷 久武氏、任期満了により退任 

6月 7日 委員に謝敷 久武氏が再任される。 
6月 7日   委員長に野原 勝氏、委員長職務代理者に謝敷 久武氏が選任される。 
6月 7日    うるま市教育振興推進委員会から中間答申書「うるま市立学校適正化について」 

受理 
10月 10日 与勝中学校防球ネット設置工事が竣工 
10月 25日 石川中学校校舎増改築工事が竣工 
2月 13日 うるま市教育振興推進委員会から最終答申書「うるま市立学校適正化について」 

受理 
3月 7日 兼原小学校屋内運動場改築工事が竣工 

3月 17日 うるま市具志川運動公園多種目球技場が竣工 
3月 19日 与勝第二中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 21日 石川中学校防球ネット設置工事が竣工 

平成 20年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、文文化化部部をを廃廃止止 
       教教育育部部  事事務務局局にに、、総総務務課課、、施施設設課課、、社社会会教教育育課課、、社社会会体体育育課課、、文文化化課課、、  

芸芸術術振振興興課課、、教教育育機機関関ととししてて、、図図書書館館、、資資料料館館をを置置くく。。 
市市史史編編ささんん課課をを廃廃止止しし、、文文化化課課市市史史編編ささんん係係をを置置くく。。 

6月 6日 委員 渡嘉敷 順治氏、任期満了により退任 
  6月 7日 委員に横田 清美氏が選任される。 

6月 7日 委員長に野原 勝氏が再任される。 
2月 20日 うるま市具志川ド－ムが竣工 
2月 27日 中原小学校校舎新増改築工事が竣工 
3月 23日 津堅小学校校舎及び単独調理場改築工事が竣工 
3月 23日 津堅中学校校舎及び単独調理場改築工事が竣工 
3月 27日 中原小学校屋内運動場及び水泳プ－ル増改築工事が竣工 

平成 21年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、芸芸術術振振興興課課をを廃廃止止  
文文化化課課にに文文化化振振興興係係、、文文化化財財係係、、市市史史編編ささんん係係、、施施設設管管理理係係をを置置くく。。 
社社会会体体育育課課にに新新たたにに高高校校総総体体推推進進係係をを置置くく。。 
公公民民館館をを廃廃止止、、社社会会教教育育課課にに公公民民館館係係をを置置くく。。 

6月 3日 教育委員会議において「うるま市学校適正配置基本方針」決定 
6月 6日 委員 天願 光男氏、教育長 前門 幸雄氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に榮門 忠光氏、与那嶺 清子氏が選任される。 
6月 7日 委員長職務代理者に与那嶺 清子氏が選任される。 
 

7月 31日 33代代教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏就就任任  
1月 13日 田場小学校屋内運動場改築工事が竣工 
3月 19日 「「ううるるまま市市教教育育のの日日」」をを定定めめるる規規則則をを制制定定 
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3月 23日 髙江洲中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 中原小学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 南原小学校校舎増改築工事が竣工 
3月 25日 南原幼稚園増改築工事が竣工 

平成 22年度 

6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に安村 和子氏が選任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が選任される。 

8月 20日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
8月 20日 宮森小学校防球ネット設置工事が竣工 
1月 28日 与勝中学校校舎増改築工事が竣工 
2月 7日 教育委員会議において「うるま市学校適正配置基本計画」可決 
3月 7日 臨時教育委員会議において「うるま市学校適正配置前期実施計画」最終決定 

3月 18日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、伊伊計計、、宮宮城城、、平平安安座座、、浜浜比比嘉嘉のの 44島島内内のの小小中中学学校校のの学学校校  
統統廃廃合合にによよるる平平成成 2244年年 44月月 11日日のの新新設設校校開開校校がが決決定定 

3月 25日 与那城小学校屋内運動場改築工事が竣工 

平成 23年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、社社会会教教育育課課をを生生涯涯学学習習振振興興課課、、社社会会体体育育課課をを生生涯涯ススポポ－－ツツ課課にに  
課課名名変変更更。。 
社社会会体体育育課課高高校校総総体体推推進進係係はは、、事事業業終終了了にによよりり廃廃止止  
施施設設課課はは、、施施設設第第 11係係、、施施設設第第 22係係、、施施設設第第 33係係にに再再編編  
文文化化課課市市史史編編ささんん係係はは、、図図書書館館へへ移移設設、、施施設設管管理理係係はは廃廃止止 

6月 6日 教育長 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏がが再再任任さされれるる。。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が再任される。 

10月 7日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、統統合合新新小小中中学学校校のの校校名名をを「「彩彩橋橋小小中中学学校校」」にに決決定定 
1月 27日 川崎小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 24年度 

4月 1日 ううるるまま市市立立彩彩橋橋小小中中学学校校開開校校 
6月 7日 委員に横田 清美氏が再任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が再任される。 

11月 14日 教育委員会会議において「うるま市学校適正配置後期実施計画」可決 
11月 30日 田場小学校校舎増改築工事が竣工 
1月 30日 うるま市学校適正配置基本計画検討委員会において「学校跡地・跡施設利用基本 

方針」決定 
3月 13日 彩橋小中学校屋内運動場・水泳プ－ル増改築工事が竣工 
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3月 23日 髙江洲中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 中原小学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 南原小学校校舎増改築工事が竣工 
3月 25日 南原幼稚園増改築工事が竣工 

平成 22年度 

6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に安村 和子氏が選任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が選任される。 

8月 20日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
8月 20日 宮森小学校防球ネット設置工事が竣工 
1月 28日 与勝中学校校舎増改築工事が竣工 
2月 7日 教育委員会議において「うるま市学校適正配置基本計画」可決 
3月 7日 臨時教育委員会議において「うるま市学校適正配置前期実施計画」最終決定 

3月 18日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、伊伊計計、、宮宮城城、、平平安安座座、、浜浜比比嘉嘉のの 44島島内内のの小小中中学学校校のの学学校校  
統統廃廃合合にによよるる平平成成 2244年年 44月月 11日日のの新新設設校校開開校校がが決決定定 

3月 25日 与那城小学校屋内運動場改築工事が竣工 

平成 23年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、社社会会教教育育課課をを生生涯涯学学習習振振興興課課、、社社会会体体育育課課をを生生涯涯ススポポ－－ツツ課課にに  
課課名名変変更更。。 
社社会会体体育育課課高高校校総総体体推推進進係係はは、、事事業業終終了了にによよりり廃廃止止  
施施設設課課はは、、施施設設第第 11係係、、施施設設第第 22係係、、施施設設第第 33係係にに再再編編  
文文化化課課市市史史編編ささんん係係はは、、図図書書館館へへ移移設設、、施施設設管管理理係係はは廃廃止止 

6月 6日 教育長 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏がが再再任任さされれるる。。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が再任される。 

10月 7日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、統統合合新新小小中中学学校校のの校校名名をを「「彩彩橋橋小小中中学学校校」」にに決決定定 
1月 27日 川崎小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 24年度 

4月 1日 ううるるまま市市立立彩彩橋橋小小中中学学校校開開校校 
6月 7日 委員に横田 清美氏が再任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が再任される。 

11月 14日 教育委員会会議において「うるま市学校適正配置後期実施計画」可決 
11月 30日 田場小学校校舎増改築工事が竣工 
1月 30日 うるま市学校適正配置基本計画検討委員会において「学校跡地・跡施設利用基本 

方針」決定 
3月 13日 彩橋小中学校屋内運動場・水泳プ－ル増改築工事が竣工 

3月 22日 具志川中学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 25年度 

4月 1日 ううるるまま市市立立彩彩橋橋小小中中学学校校「「小小規規模模特特認認校校制制度度」」導導入入  
6月 7日 委員に与那嶺 清子氏が再任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が再任される。 

9月 20日 伊波小学校校舎増改築工事が竣工 
   9月 20日 伊波幼稚園増改築工事が竣工 

1月 31日 彩橋幼稚園新築工事が竣工 
2月 28日 伊波小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 26年度 

4月 1日 彩彩橋橋幼幼稚稚園園開開校校 
6月 6日 委員 安村 和子氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に新垣 ミイ子氏が選任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏が再任される。 

2月 27日 天願幼稚園増改築工事が竣工 
3月 10日 勝連幼稚園増改築工事が竣工 
3月 23日 与勝中学校屋内運動場改築工事が竣工 
3月 30日 天願小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 27年度 

4月 1日 地地方方教教育育行行政政のの組組織織及及びび運運営営にに関関すするる法法律律のの一一部部をを改改正正すするる法法律律のの施施行行にに伴伴いい、、 
新新教教育育委委員員会会制制度度へへ移移行行  

6月 6日 教育長 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
6月 7日 新新「「教教育育長長」」にに榮榮門門  忠忠光光氏氏がが任任命命さされれるる。。  
6月 7日 教育長職務代理者に大石 英助氏が選任される。 

10月 23日 第 1回うるま市総合教育会議開催 
「うるま市教育大綱」策定 

12月 17日 平敷屋幼稚園増改築工事が竣工 
3月 18日 高江洲小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
3月 18日 高江洲幼稚園増改築工事が竣工 
 

平成 28年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、総総務務課課をを教教育育総総務務課課、、施施設設課課をを教教育育施施設設課課、、  
給給食食セセンンタターーをを学学校校給給食食セセンンタターーにに変変更更。。  

5月 6日 教育総務課、教育施設課、生涯学習振興課、学務課、指導課、教育研究所、 
5月 6日     青少年センター、文化課、本庁舎西棟へ移転して執務開始 
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6月 6日 委員 横田 清美氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に平良 初美氏が選任される。 

10月 14日 天願小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
12月 12日 高江洲小学校屋内運動場増改築工事が竣工 
12月 22日 第 1回うるま市総合教育会議開催 
3月 17日 「藪地洞穴遺跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
3月 24日 第 2回うるま市総合教育会議開催 

「第 2次うるま市教育大綱」策定 

平成 29年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部  教教育育機機関関にに、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーをを置置くく。。 
4月 1日 うるま市生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」が竣工 
6月 6日 委員 与那嶺 清子氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に嘉手苅 弘美氏が選任される。 

3月 29日 第 1回うるま市総合教育会議開催 

平成 30年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、生生涯涯ススポポ－－ツツ課課をを廃廃止止。。  
教教育育施施設設課課をを学学校校施施設設課課、、生生涯涯学学習習振振興興課課をを生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課、、 
文文化化課課をを文文化化財財課課にに課課名名変変更更。。 
生生涯涯ススポポーーツツ課課  生生涯涯ススポポーーツツ係係はは、、生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課にに業業務務移移管管。。 
文文化化課課  文文化化振振興興係係はは、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに業業務務移移管管。。 
図図書書館館  市市史史編編ささんん係係はは、、文文化化財財課課にに業業務務移移管管。。 
学学校校施施設設課課にに学学校校施施設設管管理理係係、、学学校校施施設設計計画画係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課にに生生涯涯学学習習振振興興係係、、生生涯涯ススポポーーツツ係係をを置置くく。。 
文文化化財財課課にに文文化化財財係係、、ググススクク整整備備係係、、市市史史編編ささんん係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに文文化化振振興興係係、、学学びび支支援援係係をを置置くく。。 

5月 10日 勝連小学校校舎増改築工事が竣工 
6月 6日 委員 嘉手苅 弘美氏、一身上の都合により退任 
6月 6日 委員 新垣 ミイ子氏、任期満了により退任 
6月 6日 教育長 榮門 忠光氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに嘉嘉手手苅苅  弘弘美美氏氏がが任任命命さされれるる。。  
6月 7日 委員に田幸 正彦氏が選任される。 
6月 7日 委員に石川 聡氏が選任される。 

7月 13日 「うるま市の闘牛」をうるま市指定無形民俗文化財に指定する。 
7月 13日 「宮城島のヒータチ（火立て）跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
1月 15日 市指定無形民俗文化財「伊波メンサー織技能」認定及び解除 
3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立天願幼稚園・平敷屋幼稚園が閉園 
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6月 6日 委員 横田 清美氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に平良 初美氏が選任される。 

10月 14日 天願小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
12月 12日 高江洲小学校屋内運動場増改築工事が竣工 
12月 22日 第 1回うるま市総合教育会議開催 
3月 17日 「藪地洞穴遺跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
3月 24日 第 2回うるま市総合教育会議開催 

「第 2次うるま市教育大綱」策定 

平成 29年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部  教教育育機機関関にに、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーをを置置くく。。 
4月 1日 うるま市生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」が竣工 
6月 6日 委員 与那嶺 清子氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に嘉手苅 弘美氏が選任される。 

3月 29日 第 1回うるま市総合教育会議開催 

平成 30年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、生生涯涯ススポポ－－ツツ課課をを廃廃止止。。  
教教育育施施設設課課をを学学校校施施設設課課、、生生涯涯学学習習振振興興課課をを生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課、、 
文文化化課課をを文文化化財財課課にに課課名名変変更更。。 
生生涯涯ススポポーーツツ課課  生生涯涯ススポポーーツツ係係はは、、生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課にに業業務務移移管管。。 
文文化化課課  文文化化振振興興係係はは、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに業業務務移移管管。。 
図図書書館館  市市史史編編ささんん係係はは、、文文化化財財課課にに業業務務移移管管。。 
学学校校施施設設課課にに学学校校施施設設管管理理係係、、学学校校施施設設計計画画係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課にに生生涯涯学学習習振振興興係係、、生生涯涯ススポポーーツツ係係をを置置くく。。 
文文化化財財課課にに文文化化財財係係、、ググススクク整整備備係係、、市市史史編編ささんん係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに文文化化振振興興係係、、学学びび支支援援係係をを置置くく。。 

5月 10日 勝連小学校校舎増改築工事が竣工 
6月 6日 委員 嘉手苅 弘美氏、一身上の都合により退任 
6月 6日 委員 新垣 ミイ子氏、任期満了により退任 
6月 6日 教育長 榮門 忠光氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに嘉嘉手手苅苅  弘弘美美氏氏がが任任命命さされれるる。。  
6月 7日 委員に田幸 正彦氏が選任される。 
6月 7日 委員に石川 聡氏が選任される。 

7月 13日 「うるま市の闘牛」をうるま市指定無形民俗文化財に指定する。 
7月 13日 「宮城島のヒータチ（火立て）跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
1月 15日 市指定無形民俗文化財「伊波メンサー織技能」認定及び解除 
3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立天願幼稚園・平敷屋幼稚園が閉園 

 

令和元年度 

5月 1日 今今上上天天皇皇退退位位にに伴伴うう改改元元（（令令和和））  
5月 16日 令和元年度うるま市総合教育会議開催 
6月 6日 教育長職務代理者 大石 英助氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に大石 英助氏が再任される。 
6月 7日 教育長職務代理者に大石 英助氏が再任される。 

7月 29日 うるま市教育振興推進委員会にうるま市立与勝第二中学校の適正化に関する 
調査研究を諮問 

1月 17日 宮森小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
2月 20日 うるま市教育振興推進委員会から「与勝第二中学校の今後の在り方に関する 

答申書」受理 
2月 28日 赤道小学校校舎増改築工事が竣工 
2月 28日 赤道幼稚園増改築工事が竣工 
3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立中原幼稚園、川崎幼稚園、彩橋幼稚園が 

閉園 

令和 2年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育研研究究所所及及びび青青少少年年セセンンタターーをを統統合合しし教教育育支支援援セセンンタターー  
をを置置くく。。  

4月 13日 「平安座のサングヮチャー」をうるま市指定無形民俗文化財に指定する。 
4月 13日 「上江洲のウフガー」をうるま市指定有形民俗文化財に指定する。 
6月 6日 委員 平良 初美氏、任期満了により退任 

7月 22日 令和２年度うるま市総合教育会議開催 
8月 1日 委員に仲宗根 桂子氏が選任される。 

3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立あげな幼稚園が閉園 
3月 31日 教育長職務代理者 大石 英助氏、教育長職務代理者を退任 

令和 3年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育支支援援セセンンタターーにに情情報報教教育育推推進進係係をを置置くく。。  
          教育長職務代理者に田幸 正彦氏が選任される。 
6月 6日 教育長 嘉手苅 弘美氏、任期満了により退任 
          委員 石川 聡氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに嘉嘉手手苅苅  弘弘美美氏氏がが再再任任さされれるる。。 

             委員に石川 聡氏が再任される。 
 3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立宮森幼稚園、城前幼稚園、兼原幼稚園、 
             田場幼稚園、勝連幼稚園、伊波幼稚園が閉園 
             教育長職務代理者 田幸 正彦氏、教育長職務代理者を退任 
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令和 4年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部をを社社会会教教育育部部、、指指導導部部をを学学校校教教育育部部にに部部名名変変更更。。  
          学学校校施施設設課課をを教教育育施施設設課課、、指指導導課課をを学学校校教教育育課課にに課課名名変変更更。。  
          教教育育施施設設課課にに教教育育施施設設管管理理係係、、教教育育施施設設計計画画係係をを置置くく。。  
          学学校校教教育育課課にに学学校校教教育育係係、、学学校校庶庶務務係係をを置置くく。。  
          教教育育支支援援セセンンタターー青青少少年年係係をを教教育育相相談談係係にに統統合合すするる。。  
          教育長職務代理者に石川 聡氏が選任される。 

5月 30日 令和４年度第１回うるま市総合教育会議開催 
6月 6日 委員 田幸 正彦氏、任期満了により退任 

7月 11日 「第 3次うるま市教育大綱」策定 
8月 1日 うるま市立学校給食センター与勝調理場共用開始に伴い、与那城学校給食センター、 

与勝学校給食センター、勝連学校給食センターが閉鎖 
11月 22日 委員に上門 はるみ氏が選任される。       

 2月 10日 城前小学校校舎増改築工事が竣工 
城前小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

3月 31日 うるま市立与那城幼稚園、南原幼稚園、具志川幼稚園、高江洲幼稚園、赤道幼稚園
が認定こども園へ移行 

 

令和 5年度 

４月１日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育総総務務課課をを教教育育政政策策課課にに課課名名変変更更。。  
              教教育育政政策策課課にに教教育育総総務務係係、、教教育育政政策策係係をを置置くく。。  

生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課をを廃廃止止。。  
生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課  生生涯涯学学習習振振興興係係をを生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーへへ、、生生涯涯スス
ポポーーツツ係係をを経経済済産産業業部部  ススポポーーツツ課課へへ業業務務移移管管。。  

              生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに生生涯涯学学習習振振興興係係、、文文化化振振興興係係、、ここどどもも学学びび支支援援係係をを置置くく。。  
              教教育育施施設設課課にに教教育育施施設設計計画画係係、、教教育育施施設設管管理理第第１１係係、、教教育育施施設設管管理理第第２２係係をを置置くく。。  
              教教育育支支援援セセンンタターー  情情報報教教育育推推進進係係をを学学校校教教育育課課にに業業務務移移管管。。  
              学学校校教教育育課課にに学学校校庶庶務務係係、、学学校校教教育育係係、、学学校校推推進進係係、、学学校校 IICCTT整整備備係係をを置置くく。。  

6月 6日 委員 大石 英助氏、任期満了により退任 
7月 10日 委員に天願 剛氏が選任される。 

 8月 9日 「具志川グスク」をうるま市指定史跡に指定する。 
       「具志川グスクの壕」をうるま市指定史跡に指定する。 
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令和5年4月1日現在

うるま市立中学校１０校

うるま市立幼稚園２園

津堅学校調理場

教育機関 うるま市立学校給食センター  調理係
石川学校給食センター

 給食施設係
与勝調理場

うるま市立小学校１８校

 給食係

第二調理場

 教育研修係

石川地区教育相談室

第一調理場

具志川・与勝地区教育相談室
うるま市教育支援センター

社会教育部

生涯学習文化振興センター

 教育相談係

適応指導教室（さわやか学級）

 学務係
学務課

 経理係
事務局

学校教育課
 学校教育係

うるま市教育委員会 教育長
うるま市立資料館  文化財課所管

学校教育部

 学校推進係

 学校ICT整備係

海の文化資料館

石川図書館

 学校庶務係

勝連図書館

石川歴史民俗資料館

 図書管理係

与那城地区公民館
 こども学び支援係

中央図書館
教育機関 うるま市立図書館

 奉仕係

 教育施設管理第２係

与那城歴史民俗資料館

 グスク整備係

 市史編さん係

 文化振興係
勝連地区公民館

事務局

石川地区公民館

文化財課

 生涯学習振興係

 教育施設管理第１係

 教育施設計画係

生涯学習・文化振興センターゆらてく

 文化財係

教育施設課

7  うるま市教育委員会組織機構図

 教育総務係
教育政策課

 教育政策係
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教
育
財
政

歳入  （単位：千円） 歳出 （単位：千円）
金 額 金 額

1 市税 12,665,366 1 議会費 364,176

2 地方譲与税 257,318 2 総務費 4,873,006

3 利子割交付金 2,139 3 民生費 35,170,402

4 配当割交付金 22,356 4 衛生費 4,866,911

5 株式等譲渡所得割交付金 23,995 5 労働費 142,891

6 法人事業税交付金 141,039 6 農林水産業費 1,394,209

7 地方消費税交付金 2,713,309 7 商工費 1,150,017

8 ゴルフ場利用税交付金 25,535 8 土木費 5,654,167

9 環境性能割交付金 23,812 9 消防費 1,847,185

10 国有提供施設等所在市町村助成交付金 590,395 10 教育費 8,225,856

11 地方特例交付金 97,171 11 災害復旧費 4,975

12 地方交付税 14,900,803 12 公債費 4,873,532

13 交通安全対策特別交付金 10,614 14 予備費 400,000

14 分担金及び負担金 245,285 68,967,327

15 使用料及び手数料 789,937

16 国庫支出金 17,417,962

17 県支出金 8,488,921

18 財産収入 492,823

19 寄附金 356,001

20 繰入金 5,505,264

21 繰越金 1

22 諸収入 390,008

23 市債 3,807,273

68,967,327

款 款

歳出合計

歳入合計

第第２２節節　　  教教育育財財政政
 1  令和5年度　うるま市一般会計歳入歳出予算

　令和５年度は、第２次うるま市総合計画・後期基本計画の２
年目となり、市民が互いに支えあい協働によるまちづくりを実
践し、まちの将来像「愛してます 住みよいまち うるま」の実
現に取り組んでいくためのより重要な時期になります。そのよ
うな中、財政運営の健全化を図りつつ、少子高齢化などを背景
とする社会保障等を充実させる一方、新型コロナウイルス感染
症の影響で落ち込んだ経済の回復及び地域活性化を目的とした
「がんばろう！地域活動元気応援事業」等の事業実施を予定し
ております。令和５年度一般会計予算の総額は689億6,733万円
で、前年度当初予算と比較して21億9,112万円、率にして3.3％
の増額となっております。
　歳出については、民生費（福祉や医療などの経費）や教育費
（学校教育や生涯学習などの経費）が大きな割合を占めていま
す。

地方交付税
14,900,803
22%

国庫支出金
17,417,962
25%県支出金

8,488,921
12%

市税
12,665,366
18%

市債
3,807,273
6%

その他
11,687,002
17%

歳歳入入総総額額
68,967,327

民生費
35,170,402
51%

土木費
5,654,167
8%

教育費
8,225,856
12%

公債費
4,873,532
7%

その他
15,043,370
22%

歳歳出出総総額額
68,967,327
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国県支出金 地方債 その他

11 教教育育総総務務費費 1,394,008 16.9% 1,054,792 11.6% 339,216 32.2% 206,470 36,200 1,151,338

１　 教育委員会費 4,257 0.1% 4,055 0.0% 202 5.0% 4,257

２ 　事務局費 1,184,950 14.4% 831,946 9.2% 353,004 42.4% 149,306 32,546 1,003,098

３ 　教育支援センター費 204,801 2.5% 218,791 2.4% △ 13,990 △6.4% 57,164 3,654 143,983

22 小小学学校校費費 2,652,256 32.2% 3,610,982 39.9% △ 958,726 △26.6% 595,518 835,100 235,742 985,896

１　学校管理費 696,137 8.5% 634,451 7.0% 61,686 9.7% 85,277 1,012 609,848

２　教育振興費 336,400 4.1% 379,580 4.2% △ 43,180 △11.4% 44,180 11,430 280,790

３　学校建設費 1,619,719 19.7% 2,596,951 28.7% △ 977,232 △37.6% 466,061 835,100 223,300 95,258

33 中中学学校校費費 974,053 11.8% 1,361,570 15.0% △ 387,517 △28.5% 153,753 142,200 43,990 634,110

１　学校管理費 614,193 7.5% 425,237 4.7% 188,956 44.4% 66,407 142,200 330 405,256

２　教育振興費 325,867 4.0% 328,143 3.6% △ 2,276 △0.7% 87,346 33,660 204,861

３　学校建設費 33,993 0.4% 608,190 6.7% △ 574,197 △94.4% 10,000 23,993

44 幼幼稚稚園園費費 77,887 0.9% 518,977 5.7% △ 441,090 △85.0% 65,100 12,787

１　幼稚園管理費 4,569 0.1% 444,395 4.9% △ 439,826 △99.0% 4,569

２　幼稚園建設費 73,318 0.9% 74,582 0.8% △ 1,264 △1.7% 65,100 8,218

55 社社会会教教育育費費 979,629 11.9% 1,475,850 16.3% △ 496,221 △33.6% 86,245 116,994 776,390

１　社会教育総務費 63,104 0.8% 67,525 0.7% △ 4,421 △6.5% 11,275 1,000 50,829

２　公民館費 156,558 1.9% 103,025 1.1% 53,533 52.0% 17,469 139,089

３　図書館費 267,785 3.3% 263,483 2.9% 4,302 1.6% 54,692 3,235 209,858

４　文化振興費 132,623 1.6% 141,724 1.6% △ 9,101 △6.4% 30,200 102,423

５　文化財保護費 77,450 0.9% 341,164 3.8% △ 263,714 △77.3% 20,278 30,403 26,769

６　資料館費 40,519 0.5% 32,843 0.4% 7,676 23.4% 4,932 35,587

７　市史編さん費 14,329 0.2% 14,218 0.2% 111 0.8% 50 14,279

９　芸術振興費 148,870 1.8% 432,667 4.8% △ 283,797 △65.6% 22,131 126,739

10　生涯学習振興費 78,391 1.0% 79,201 0.9% △ 810 △1.0% 7,574 70,817

66 保保健健体体育育費費 2,148,023 26.1% 1,033,039 11.4% 1,114,984 107.9% 358,117 788,500 62,720 938,686

１　保健体育総務費 95,518 1.2% 58,596 0.6% 36,922 63.0% 16,416 79,102

２　体育施設費 1,097,965 13.3% 164,769 1.8% 933,196 566.4% 358,117 503,000 43,293 193,555

３　学校給食費 613,647 7.5% 576,113 6.4% 37,534 6.5% 3,011 610,636

４　給食施設費 340,893 4.1% 233,561 2.6% 107,332 46.0% 285,500 55,393

8,225,856 100% 9,055,210 100% △ 829,354 △9.2% 1,400,103 1,830,900 495,646 4,499,207

特定財源予算額 構成比

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100％になりません。

一般財源増減率予算額構成比予算額

令和5年度 当初予算

教教育育費費合合計計

２　教育費予算の項目別内訳

項　目
本年度 前年度 対前年比 本年度の財源内訳

（単位：千円）
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第第 33節節  育育英英事事業業  

1 うるま市育英会貸費事業 

1. 目的 

 うるま市育英会では、優秀な学生で経済的理由によって修学困難な者に対し、その育英上必要
な業務を行い有為な人材を育成することを目的に、育英資金を貸費する事業を実施しています。 
 

2. 貸費生の資格・基準 

⑴ 本人又は保護者が本市に住所を 1年以上有する者。 
⑵ 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）に定める大学（大学院・短期大学を含む）、高等専門
学校、専修学校（高等課程・専門課程のみで修業年限 2 年以上であること）、及び高等学校
（本市島嶼地域出身高校生のみ）並びに、大学校及び海外大学（大学院・短期大学含む。語
学プログラムのみ受講する者など非正規の学生は対象外）に在学する者。学業・操行とも優
秀で、かつ経済的理由により修学困難と認められる者。 

⑶ 貸費した奨学金の償還義務を確実に履行できる者。 
⑷ 入学準備金の場合は、⑵に定める学校に入学予定の者。 

 

3. 育英制度の種類 

⑴ 学資金貸費制度（無利子） 
 申請時、大学等に既に在学している方が対象。＊学校によっては対象外の場合もあり。 
 貸費期間は、貸費生として採用されたときからその者の在学する学校の最短修業の終期まで。 
 貸費金は、年 3回、4か月分ずつ振込みます。 

【対象校・貸費額】 
種 別 

※修業年限２年以上の学校であること 
貸費額 

県 外 県 内 

大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

高等専門学校 

本科１年次～３年次 月額 30,000円 
(年額 36万円) 

月額 15,000円 
(年額 18万円) 

本科４年次～５年次 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

専攻科１年次～２年次 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

高等学校（本市島嶼地域出身高校生のみ） 月額 15,000円 
(年額 18万円) 

海外（大学・大学院・短期大学等） 月額 40,000円、50,000円、60,000円 
から選択(年額 48万円～年額 72万円) 
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⑵ 入学準備金貸費制度（無利子） 

 大学等に入学予定の者が対象。＊学校によっては対象外の場合もあり。 
 貸費額は 30万円、40万円、50万円のうちいずれかを選択できます。 
 入学予定の学校からの合格通知等を確認後、貸費額を一括で振込みます。＊振込は 1回限り。 

 

4. 応募時期 

⑴ 学資金貸費制度（年 1回） 
   毎年 4月 1日～4月末日までに必要書類を事務局へ提出 
 
⑵ 入学準備金貸費制度（年 2回） 

  【前期】毎年 7月 1日～7月末日までに必要書類を事務局へ提出  
＊推薦入試や AO入試などによる進学を予定しており、11月末までに合格通知を提出で
きる方が対象。 

  【後期】毎年 11月 1日～11月末日までに必要書類を事務局へ提出 
＊一般入試や大学入学共通テストなどによる進学を予定しており、3 月下旬までに合格
通知を提出できる方が対象。 

 

5. 審査・決定 

学資金・入学準備金ともに、家計及び成績の状況に基づき、選考により採用者を決定します。 
 

6. 貸費金の償還 

 ⑴ 償還は、貸費を終了した月（卒業・退学・貸費辞退など）の翌月から６か月後に開始。 
 ⑵ 償還金は、一部または全額を繰上償還することができます。 
 ⑶ 毎月の償還金額は、貸費時の金額により下記のとおりとなります。 
   【償還金額】  

貸費月額 償還月額 
50,000円以上の場合 20,000円 

50,000円未満・入学準備金の場合 10,000円 
    ＊償還期間は貸費総額及び償還月額により異なります。 

⑷ 償還金は次の貸費生の育英資金の原資になります。 
 
 
 
 
 
 
 

SCHOLASHIP 
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22　　ううるるまま市市育育英英会会貸貸費費生生採採用用状状況況及及びび貸貸費費額額

17 名 11 名 12 名 13 名 15 名

24 名 23 名 21 名 13 名 15 名

1 名 1 名 0 名 0 名 1 名

計 円 計 円 計 円 計 円 計 円

10 名 15 名 4 名 10 名 8 名

9 名 6 名 8 名 3 名 8 名

2 名 0 名 0 名 0 名 0 名

計 円 計 円 計 円 計 円 計 円

4 名 5 名 9 名 8 名 20 名

1 名 5 名 1 名 2 名 13 名

0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

計 円 計 円 計 円 計 円 計 円

31 名 31 名 25 名 31 名 43 名

34 名 34 名 30 名 18 名 36 名

3 名 1 名 0 名 0 名 3 名

円 円 円 円 円

33　　ううるるまま市市育育英英会会のの主主なな収収入入

償還金

寄付金

合　計 30,789,547 32,430,416 39,702,050 34,127,300 29,549,500

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

27,799,656

2,989,891

26,658,416

5,772,000 8,536,950 2,766,500 2,016,500

県内

県外

国外

39,580,000

31,165,100 31,360,800 27,533,000

5 名
県内

県外

国外

2,500,000

（単位：円）

4,900,000 4,800,000

32,620,000 30,480,000 27,860,000 22,380,000

55 名
県内

県外

国外

5,100,000

合計

21,000,000

入学準備金

新規

継続

県内

県外

国外

県外

国外

10 名
県内

県外

国外

49 名

国外

10 名
県内

県外

4,000,000

国外

68 名
県内

令和3年度

26 名
県内

県外

国外

13 名
県内

県外

国外

12,480,000

10 名

8,640,000

令和2年度

33 名
県内

県外

国外

12 名
県内

県外

国外

17,840,000 16,720,000

6,240,000

県外

令和元年度

35 名
県内

県外

国外

21 名
県内

21 名

県外

国外

9,120,000

平成30年度

42 名

県内

県内

県外

国外

国外

県外

県内

66 名

国外

県外

県内

令和4年度

31 名
県内

県外

国外

15,300,000

16 名
県内

県外

国外

7,680,000

35 名
県内

県外

国外

16,600,000

82 名

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

（円）

寄付金
償還金

 
⑵ 入学準備金貸費制度（無利子） 

 大学等に入学予定の者が対象。＊学校によっては対象外の場合もあり。 
 貸費額は 30万円、40万円、50万円のうちいずれかを選択できます。 
 入学予定の学校からの合格通知等を確認後、貸費額を一括で振込みます。＊振込は 1回限り。 

 

4. 応募時期 

⑴ 学資金貸費制度（年 1回） 
   毎年 4月 1日～4月末日までに必要書類を事務局へ提出 
 
⑵ 入学準備金貸費制度（年 2回） 

  【前期】毎年 7月 1日～7月末日までに必要書類を事務局へ提出  
＊推薦入試や AO入試などによる進学を予定しており、11月末までに合格通知を提出で
きる方が対象。 

  【後期】毎年 11月 1日～11月末日までに必要書類を事務局へ提出 
＊一般入試や大学入学共通テストなどによる進学を予定しており、3 月下旬までに合格
通知を提出できる方が対象。 

 

5. 審査・決定 

学資金・入学準備金ともに、家計及び成績の状況に基づき、選考により採用者を決定します。 
 

6. 貸費金の償還 

 ⑴ 償還は、貸費を終了した月（卒業・退学・貸費辞退など）の翌月から６か月後に開始。 
 ⑵ 償還金は、一部または全額を繰上償還することができます。 
 ⑶ 毎月の償還金額は、貸費時の金額により下記のとおりとなります。 
   【償還金額】  

貸費月額 償還月額 
50,000円以上の場合 20,000円 

50,000円未満・入学準備金の場合 10,000円 
    ＊償還期間は貸費総額及び償還月額により異なります。 

⑷ 償還金は次の貸費生の育英資金の原資になります。 
 
 
 
 
 
 
 

SCHOLASHIP 



 


